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u'C iilJ と士誕地 松野遺跡は、長日H~総野通で附和;j(j年仁発見 5 れた遺跡ぐ寸

ノ?凶ω調査は、!lijliiJの調査地から目JR線を扶んだ!有側の長国lズ
ヲよし

n内町2TI"'lで実施しています.

遺跡は、六Ifll['系から流れた:Lた妙法、予川や苅藻川などω;"uJ
せんじ&うち

川によマ》で形成された、扇状地性低地のli'の南北方向の徴I布地

i:にな地Lでお">、現標高は約7111です
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周辺 ω 遺跡

調査に至る経過
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松野遺跡の周辺には、多くの遺跡が知られています日

18石器時代の遺跡は不明確ですが、縄文時代中期になると名
ながたじんじ.11'.・だい

倉遺跡が知られるようになり、晩期には長田神社埼内遺跡や五

番町遺跡が現れますu そして、弥生時代に入ると遺跡数は増加
かんさわ えびすちょう

し、前期には上沢遺跡や戎町遺跡が展開し、戎町遺跡はこの地

の拠点的な大集落として古墳時代まぐ継続しますn 後期には長

田神社境内遺跡や神楽遺跡が集落規模を拡大しますけ
ごうぞ〈 きよかん

i1i墳時代で:は、松野遺跡第 l次調査で中期末の豪がi(}J)，li館が

定見されj七日されましたけ他に、神楽遺跡・鷹取町遺跡・大田
ねんよすやま

町遺跡がほぼ同時期に営まれ、海岸近くには念仏山古墳(全長

約IROmの前方後円噴)のような占噴も作られました、そして、
uゃしゃま

仕隙J:には古墳時代後期の須忠器の窯跡(林山窯跡)も作られ

るようになりま寸 υ

ながた山だ やfこべぐんが

奈良時代以降になると、長田野田遺跡や八部郡街(占代の役
3まのうまや

所)U)推定地の神楽遺跡、 ，1:i代山陽道須磨駅の可能性の高ま"

た人:111町遺跡が調査されています，また、平安時代末から鎌倉

IV.H~'、よか(t ービは、 :葉町遺跡や長田神社境内遺跡で集落が催認

ニ、 jLじL、ま寸

平成iW!nnUの阪神・淡路大震災で、長田区をはじめと

Lピ神戸市内は大きな被害を受けましたh

そωため、震災後この調査地周辺は新長田駅南地区の市街地

再開発事業区域に指定されま Lたυ そこで、再開発事業に伴う

住宅建設に先立ち、平成8年7月から発掘調査を実施していま

サ六、

今回の調査は、約2300nfを:3地区(1区・ 2区については調

査終了)に分割して実施L、今回現地説明会を行うのは:1p( ( 

約1400nf)です、
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荷札私...l繭

1，松野遺跡

5，室内遺跡

8，三番町遺跡

12，苅務畠跡

16，長田剥E町遺跡

2，林山窯跡 3，名倉遺跡

6，長田耕牡境内遺跡

9，長田南遺跡 10，街蟻遺跡
13，二葉町遺跡 14，念仏山古墳

17，戎町遺跡 18，大田町遺跡

は 13 )1i] 江主 U~ 二区虫干吉区*、
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4，上沢遺跡
7，五番町遺跡

11，神楽遺跡

15，長田野田遺跡

19，鷹取町遺跡
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松野遺跡ほ第 1--J次調査で、弥生時代後期(今から約1700

{I: iiii )の集落と古墳時代中期末(今から約1500年前)の豪族居

館が調丙されました、この古墳時代の豪族居館は柵列で区画さ

れた中に、掘立柱建物が配置されたもので、その全容がほほ明

らかとされた近畿地方では数少ない遺跡ですれ

匿司 4 花王聖子主量崩事有 1沙 ζ訪司董ξ 〈蛋を方集F吉倉官〉 豆手国王匿司'

ノ7凶u)，調査では、弥生時代の遺物は出土していますが、遺構
1，-てあなじゅうきょ ほた CIJ:'L

は確認されませんでしたり古培時代では1¥主穴住居:3棟、掘立柱

建物II棟、井戸状遺骨 l基、区画溝 l条、土坑・溝・ピットな

ど多数ありますけまた、今回新たに鎌倉時代(今から約(jOO年

前)の掘立柱建物2棟、井戸 ;j基、士!:fL・溝・ビ、ソトなとも見

っかり、 [~]iせの集落 L この周辺に拡が，ていることがわかり主

しfニハ

鎌 倉 時 代 今回初めて確認された時代のものですが、掘立柱建物はど輯1

掘立柱建物
見つかってL、ます}

)1: Ji Jt.}î は:lJ~で、い寸コれも i直径 1. :llluiii1走/r;-測るイ¥整rqJf; U-) ~tll庁2

をJ与}もので y jf・戸枠の遺存Lていたものには、岐に水t_'<I)
1げもの

mU)!Hl物がど段耐え山れてL、ました 1 ニυ)lわからは、須恵器の

喝なとが111f-， 'ぜています
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古墳時代

竪穴住居

掘立柱建物

古堵時代の竪穴住居3棟、掘立性宅物は11棟、井戸状遺構l

基、土坑・溝・ピット多数が確認されています。

l区でのみ確認されたものです。後世の削平や現代の揖占しの

ために遺存状態は良くありませんが、いずれも一辺4m程度の

方形の住居ですけ時期は古墳時代中期末から後期初頭にかけて

のものと考えられます。

l区に l棟、 2区に l棟、今回の調査区で9棟が新たに確認

されて~¥ iすu 掘立柱建物は、地面に掘られた穴に直接柱を立

てて造られた建物ですの柱を据えるために掘られた穴の直径は

小さいもので20cm、大きいもので80cm程度あります，柱と柱の

聞は1.1.......，2.0mありますn 掘立柱建物には住居に使用されたも

のと、倉庫に使用されたものの2種額がありますが、一般的に
がわはしら そうばしら

側柱構造のものが住居用で、総柱構造のものが倉庫ではないか

といわれています内

掘立柱建物の時期は、出土遺物が少なく、その時期を決めが

たいですが、わずかに出土している遺物から、竪穴住居とほぼ

同時期の中期末から後期初頭のものと考えられますn また、一

部に建物の重複するところや、住通りの方向が異なるものが認

められることから、 2時期あるいは:3時期の時間相があるよう

ですけ

区画溝 :3区の中央よりやや北でほぼ北東から南西方向に検出された

溝です。溝lは、約26m分が確認され、幅は最大 1m、深さ:30

明ですn この溝からは、中期末から後期初頭の完形品の須恵器

や士師器が出土しています また、これらの土器に伴って滑石
せいそうこうえんぱん けんがた だま

製双孔円盤・剣形石製品 oEJ玉が出土しており、当時何らかの

祭杷をここで行っていたものと考えられま十，

井戸状遺構 :{区の南端で検出された、 i直径約5mの円形の遺構で寸n 深

さは約2mあります，井戸枠などは確認できませんでしたが、

最下層からは木製品が数点出 I Iてl，空す.また、滑石製の剣

形石製品が l点出土していますい

5 
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規模(桁行×梁間) (m) 面積 (nf)

掘立柱建物l 3間(5.6)x 4間(6.3)

掘立住建物2 2間(2.6)x 3間(3.7)

掘立柱建物3 2間(3.9)x 3間(4.5)

掘立柱建物4 2間(3.6)x 3間(4.5)

掘立柱建物5 2間(3.2)x 2悶(4.0)

掘立柱建物8 4間(5.6)x 4閲(6.4)

掘立住建物7 2閉(4.7)x 4間(4.5)

掘立柱建物書 2間(2.3)x 2間(3.4)

掘立柱建物9 2間(3.0)x 2悶(4.0)

掘立住建物10 2間(4.0)x 

掘立住建物11 2間(3.5)X 3問(4.2)

掘立柱建物12 2間(5.0)X 4悶(8.5)

掘立柱建物13 3間(6.2)X 4間(9.2)

ホ公聖子え童障が主主中勿一一望草署長

Fr~ 

とこ二才
。

4 
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35.3 

9.7 

17.6 

16.2 

12.8 

35.8 

21. 2 

7.8 

12.0 

14. 7 

42.5 

57.0 
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柱構造

側柱

総住

総柱

総柱

総柱i
側柱|

総柱

側柱

総柱

側柱

総柱

総柱

区司 6 仕3二k主監ヰ勿3尾調リ匿司

7 

(中世〉

(中世)

竪穴住居1

竪穴住居2

竪穴住居3

自(

規模 (m)

4. 4x4. 4 

4.8x2.2以上

4.0X4.2 

2 

4 

ζ二二コ 6 

o 5c澗

面積 (nf)

19.4 

16.8 

1. 2 須恵器境(鎌倉時代)
3. 4 須恵器郎蓋〈古墳時代)
5. 須恵器杯身〈古墳時代)
6. 滑石製剣形石製品(古墳時代)
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3.言三とニ註う

現在調査は継続中で、最終的な結論を述べることはできませ

んが、これまで、にわかったことをまとめてみます。

①松野遺跡では、第1次調査で豪族の居館が発見されましたが、

その時には周囲に集落などは確認できませんでした。今回、調

査された建物群は、住居に比べて倉庫が多く豪族に比較的近い

関係にあった人々の集落ではないかと考えられます。

②調査区の中央で確認された溝から北側には、竪穴住居が比較

的まとまって3棟確認されていますが、この溝より南側につい

ては竪穴住居は確認されませんでした。このことからこの溝は、

集落の内部を、区画するための溝として機能していたものと推

定されます。古墳時代の祭記関係遺物である滑石製品もこの溝

から多く出土していることとも、関連があると考えられます。

③掘立柱建物は11棟検出されましたが、この建物群は、建物の

方向や重複関係から 2"""'3時期の時間幅が考えられます。その

中で、側住構造の掘立住建物2棟が比較的規模の大きな建物で、

住居であった可能性が高いといえます。その他の建物は2間×

3間程度の小規模の総住建物が多く、倉庫であったと考えられ

ます。

今回の調査については、神戸市文化財専門委員〈立命館大学教授)和田晴吾先生

の御指導をいただきました。

また、都市計画局新長田南再開発事務所の協力を得ています。

8 



〔委主手ぎ〕 技茸三Zキ主支妻宅勿6こてコし、て了

掘立柱建物とは、地面を円形あるいは方形に

掘りくぼめて、その中に柱を据えて建物を建

てる構造のものです。

ちばしら)

集英社『日本古代史5J

豊鏡の大地を一部改変

~7 

松野遺跡豪族居館復元図

(宮本長二郎氏復元図)
本主フミカ〈抜茸らオ1.-<ごカ、ら訪司至歪さオ1るま寸?

①柱を鋸る前

何年かたつと

創価付近の柱か'いたん

でくることがあります

+ 

+ 

ヲ了(¥
'J!? 
t一一一一一 /ノυ

今均芳ffF

②往を入れるために往よ

りも大きめの穴を鋸り

ます(据形)

+ 白砂

③柱を据えます
④往のまわりを埋めます

これで往の据え付けは

完了です

白惨
σ〕状態が良いとれ材が銭
ることもありますが、

多くの嵐合材は桁ち亡

1:に凶き換えられてL、
きます

(目)補修されずに他物が政

棄されると地面の中の

れこのみが銭されます

⑦になったものを地面を削って探していきます
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手ヨrJ~ffr者豆当主ミ3== Cイ:云重量*-医君主易展受左〉と〉

王見士也言見司月4きさ望歪来斗

三F三尾文 9 壬手三 3Yヨ1 6 日
宇申戸ゴ子行孝文苦手書委主主4主主
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主童毘亦dコイ立冒置 ( 1 ~ 2 5 0 0)  
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北区有馬町極楽寺にあり、豊臣秀吉の湯殿跡として伝えられてきた石組みの遺構および

その周辺についてこのたび神戸市教育委員会が発掘調査をおこないました。現在までの調

査によって、秀吉のころの陶磁器などが出土し、石組み遺構のなかでは、湯ぶねの一部で

はなし1かと思われる遺構が検出されました。また、江戸時代の火災あとも確認され、極楽

寺の歴史の一部が具体的な考古学資料として明らかになりました。

有馬温泉はかつての都である奈良・京都から一番近い湯治場として都からも多くの人々

が訪れています。古く飛鳥時代には智明天皇・孝徳天皇が訪れています。孝徳天皇の皇子

はここで生を授かったことによって有間皇子と名付けられました。

このように古い歴史をもっ有馬ですが、考古学的にはほとんどその歴史がわかっていま

せん。今回の発掘がこの地で行われるはじめての考古学的調査となります。

先年の阪神・淡路大震災によって有馬でも多くの文化財が被害を受けましたが、ここ極

楽寺も本堂および瞳裡が傾いてしまいました。本堂はジャッキアップ工法で復元すること

ができましたが、庫裡の建物はかなわず、これを解体し、古い部材も利用して再建を行う

ことになりました。 r太閤の湯殿あと」は、これまで庫裡の床下にあったため、簡単にみ

ることができませんでしたが、今回の建て替えのため、二百年ぶりに露天となり、これを

はじめに

機会に発掘調査が行われることになうたわけです。その結果、秀吉の湯屋あとと推定され

る遺構が検出され、その後の極楽寺の建物の変遷等を知る遺構・遺物も確認されました。

現在調査は途中であり、今後も新たな発見があるとおもいますが、本日はこれまでの調査

成果をみなさまにご覧いただき、四百年前にあった秀吉の有馬御殿に思いを馳せていただ

きたく思います。

-
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『摂津名所図会』寛政8年(1794)
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豊臣秀吉がたびたび有馬湯山を訪れたことはよく知られていますが、秀吉が有馬とかか

わる最古の記録は、天正七年(579)のものです。 3月10日に織田信長を迎えるため、有馬

郡山口荘(現在西宮市〉の人々を道路普請に徴用しています。 4月5日には湯山阿弥陀堂

の寺領を安堵しており、このころには有馬の地が秀吉の支配下にあったことがわかります。

秀吉が有馬湯山を湯治のために訪れたのが公式な文書の上で確認できるのは都合九回あ

り、その最初が天正11年(583)で、最後が文禄3年(594)です。ただし、天正八年三木城

攻めに勝利した秀吉は疲れを癒すために有馬を訪れ、ここで二日間眠りつづけたとする記

事が『温泉寺古写記』にみえ、正式な記録に残っていない湯山訪問はこの9回以外にもあ

ったと考えてよいでしょう。

秀吉と有馬

当初、秀吉は有馬滞在の宿舎として、現在、有馬天神社・明治生命寮『利休荘』の所在

する地点、にあった『阿弥陀寺』を利用していました。文禄三年(594)になり、有馬の六十

五軒の家を強制退去させ、自らの御殿を建設させています。ところがこの御殿はその二年

後、今から401年前の慶長元年(596)閏7月12日に起きた大地震で倒壊してしまいました。

翌年、秀吉はこれを再建させましたが、この地震にともなって新たな地点で温泉が涌き出、

秀吉はそこにも新たな湯屋と馬屋などを造らせています。この泉源は秀吉の死後間もなく

湯の涌出は止まってしまいますが、その場所は『豊太閤願いの湯』あととして名所となっ

ていたようで、宝永七年(710)の『有馬山絵図』にも rooのゆ」として記載されていま
す。今回調査を行った地点はこの石組み遺構およびその周辺にあたります。
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『有馬山絵図』宝永7年(1710)
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発掘調査の概要

江戸時代の極楽寺 有馬極楽寺は江戸時代に二度火災に遭っています。一度めは元禄8年(1695)6月29日に

おきた大火、二度目は安永2年(1773)4月14日におきた大火によるものです。現在の有馬

極楽寺の本堂は天明元年(1781)10月に上棟されたものです。本日ごらんいただいているの

は元禄8年(1695)の，寵災時の面です。極楽寺の敷地は現在広い平坦面となっていますが、

元禄時代の石段が確認されたことにより、当時は温泉寺側の敷地が一段低くなっていて、

石段をのぼって寺の建物に上がったことが判明しました。この面にも建物の礎石が残って

います。また、火災時の炭や焼土に混じって当時の生活用品が多量に残されていました。

食器類は同じ形、同じ模様の皿や茶碗がかたまって出土しています。セットの食器類が箱

に入ったまま焼け落ちたものと推測されます。寛永通宝などの銅銭・錫杖・小物入れの引

き出し把手・キセルなどの銅製品も多く出土しています。

¥ 
。

ロ C込町色白

C 

σ C[C) CJ (D 
o g 

天明元年(1780再建庫裡礎石と伝豊太閤湯殿あと (S:1/150)

安土桃山時代の遺構 南部の「豊太閤の湯殿あとJと言われてきた石組みの内部で検出されています。土坑

2、溝2、湯ぶね(?)1があり、北側部分の調査がすすめば検出される遺構はさらに増え

ると予想されます。

石組み遺構

(S XOl) 

元禄時代の火災層を掘り込んで「豊太閤の湯殿あと」とよばれてきた石組み遺構がつく

られていることが確認され、この遺構が江戸時代以降のものであることが確認されました。

秀吉の活躍した安土桃山時代の湯ぶねと推定される遺構SX02がこの石組み遺構の下にの

びていることもこの石組みが新しいものであることを示しています。ただし、この石組み

遺構は入口部分だけをみても何回かのっくりかえがおこなわれていることが確認できまし

た。また、全体の石材をみてもその積み方、加工の仕方、風化の状態などにも違いがみら

れ、この遺構が単一の時期の所産でないことを推測できます。 告官は安土桃山時代までさ

かのぼる可能性があります。
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安永2年の火災時に壊れた

瓦や磯を投棄した土坑

石組み遺構SX01内の遺構 (S:1/60)
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湯ぷ ね ? 水あるいはお湯をためるために黄色い粘土と石を使ってつくられた平面方形の施設で、

(S X02) 入浴のための湯ぷねである可能性が高い遺構です。溝 (SD03)などによって壊されたり、

石組み遺構SXOlがその上に築かれたりしていて全体の形状や規模なと、については不明な

点が多くありますが、現在までの調査結果からは以下のような構造だろうと推測されます。

①湯ぷね自体は据え置き式のものではなく掘り込み式である。

樋 (SDOl) 

②平面プランは方形を呈するものと思われる。一辺は約2mであると推定されるが、他の

一辺が同じ規模で正方形に近くなるのか、より長くあるいはより短くなり長方形となるの

かは判断する材料がない。いずれにせよ一人あるいは二人用の湯ぷねであろう。

③湯ぷねの深さは現状で35cmがある。後の削平を受けていると当然考えられるので、本来

はもう少し深さがあったものと推測される。ただし、深いものではなかったろう。

④湯ぷねのぐるりは「回」状に二重の石垣を巡らしその間に漏水どめの黄色い粘土を詰め

て枠としている。

⑤湯ぶねの底にも小石および瓦片を混ぜた黄色い粘土を上面が平らになるように貼り、漏

水どめとする。さらにその上に偏平な石を敷きつめる。この面が湯ぶねの底面となるよう

だ。

⑥給湯や排水の施設を推測させる遺構は確認できていない。

ー~ ~ ~ ~ ~ --~ ~ 一一

湯ぶね遺構SX02平面図 (S: 1/4 0) 

/ 

湯ぷね (SXOl)がその機能を失って以降に溝が掘削されています。そのなかには幅約

20cmほと、の断面方形の樋がおさめられていますが、この樋も湯を流していたようで、底に

湯垢状の物質がたまっているのを確認できました。
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之曳滋お

銭湯に代表されるような江戸時代以降一般となるお湯につかるかたちの風目、中世以前

に一般的であった文字通り熱い風をうける蒸し風呂というように江戸時代以前と以降では

ひとことで風呂とよぼれるものの内容に大きな違いがあります。安土桃山時代はちょうど

その境の時期にあたりますが、この時期の風呂の実例がほとんど知られていない現状にお

いて太閤の湯ぷねと推定される遺構が確認されたことには、風呂あるいは入浴の歴史を考

えていく上で大きな意義があると思われます。

また有馬は何回もの大火事をうけているため、ここに残された秀吉関係の遺物はほとん

どありません。今回の調査で、安土桃山時代の茶碗をはじめ、茶器などが出土しており、

実際秀吉が使ったものかは別として、そういった遺物が秀吉の御殿あとと考えられる遺跡

めと土A
F

から出土したことは歴史のロマンを感じさせます。

このほか、今回の調査で古墳時代や奈良時代の土器等も出土しており、今までほとんど

知られることのなかった有馬の歴史の一端が明らかになったことも今回の調査の大きな成

果と考えます。

今後の調査、また来年度におこなわれる次回の調査によってこの遺跡の様相はさらに鮮

明になるものと思われます。
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湯ぷねの構造イメージ図

期 間 備 考

天正11(583) 8月17日--8月27日 3月賎岳合戦

天正12(584)8月2日--8月8日 8月大坂移城

天正13(585)1月22日--2月3日 7月秀吉関白

天正13(585) 9月14日--9月20日 8月 四国征服

天正18(590)9月25日--10月14日 7月天下統一

天正19(591)8月17日--8月18日 2月利休給死

文禄2(593) 9月27日~閏9月7日 6月対明講和

文禄3(594) 4月29日--5月17日 2月吉野花見

文禄3(594)12月8日?--12月14日 8月 伏見城竣工

秀吉有馬入湯一覧(茨木一成氏による)

今回の発掘調査にあたっては極楽寺をはじめ瀬古尚志設計室・不動建設・有馬温泉観光

協会・神戸市観光交流課の協力を得ています。また兼康保明氏・北垣聴一郎氏・黒田慶一

氏・宮本佐知子氏・百瀬正恒氏・森島康雄氏・吉村正親氏をはじめとする多くの方々から

ご教示・ご指導をいただきました。
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玉津南公民館

潤和遺跡と周辺の遺跡展

平成5年5月22日.......5月27日

教育委員会文化財課

神戸市内では、毎年多くの遺跡で発掘調査が行われ、新しい貴重な成果がみつ

かっています。

今回の展示では、平成4年度に神戸市教育委員会が発掘調査を行いました伊川

谷町の潤和遺跡からの出土資料を中心に、周辺の遺跡の資料もあわせて展示して

います。

当時の人々の使った土器などを見ていただき、その当時の生活を想像していた

だければ幸いです。
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潤和遺跡は西区伊川谷町にある遺跡で、平成4年度に行った調査では弥生時代

後期(今から1800年前ごろ〉の竪穴住居と平安時代後期(今から1∞0年前ごろ)
の川が見つかりました。

弥生時代の家は直径約10mの円形で、弥生人が食事をしたり、寝起きする場所

は六角形になっていたと考えられます。家の中央には直径1m、深さ60叩の炉の

跡があります。床からは当時の人が使っていた土器がたくさん見つかっています。

平安時代の川は、幅が10m以上あったと考えられます。川の中からは捨てられ

た土器や焼けた石がたくさん見つかっています。

品

白水瓢塚古墳の

朝顔形円筒埴輪

ー . -n. 宅~~.， :・J叫、，

場¥

44tAi 

L らみず(1$ごづかこふん

自フk票凪芸家主主r主責

伊川谷村の史跡として知られる古墳です。昭

和62年度に初めて発掘調査を行い、全長57mの

前方後円墳であることがわかりました。古墳の

周囲には、埴輸を棺とした墓が多く見つかって

います。玉津から伊川谷を支配していた有力な

王様の墓と考えられます。

『地下に眠る神戸の歴史展区』

埋蔵文化財センターにて 6/6(日)まで開催中
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「隻手~ 8 @ 主室長長墨田了主皇道安三之イじ員オ足蔓」

一一一賞受五庄の多造事雷雲周宝蓋庄支5畏より一一一一

平成5年11月1日~平成5年11月3日

1. ，まじ bう Cこ

神戸市内では、百件近くの発掘調査が行われています。皆様がお住まいの北区内でも開発工事に

神戸市教育委員会・(却神戸市スポーツ教育公社

伴う発掘調査が行われ、多くの貴重な成果が得られています。

今回の展示会では、長尾町、道場町、大沢町にかけて造成工事が行われている北神戸3団地内の

古墳(お墓)から発見された品々をご覧いただきます。

2. 主童話墨田了度以互のよ宣~、

長尾町周辺では、古くは結受島代後期〈今から約4.000年前)頃から人が住みはじめたと考えらね

ますコ

犠遺跡:絹地区でこの時代の土器が出土したり、23欠1111流域の語学浮遺跡で、縄文時代の糠
(石の矢じり)等の石器が見つかっていますっ

やがて、諒盗時代になると、 jt挿ニュータウン第4地点遺跡のように、主議主;こ集落が造られる
ようになり、宅療遺跡内垣地区でも、整宍住居が造・られ、人々が生活を営んでいました。

島町い つり がいち d悼のも乞

古墳時代になると、宅原遺跡有井地区・辻垣内地区・宮ノ元地区などのように長尾町の至るとこ

ろで集落が造られるようになります。

一方、古墳時代中期~後期(今から約1.500年前~約1.400年前頃)にかけて、長尾町周辺でも、

古墳が多く造られました。

例えば、北神ニュータウン内第9地点・ l号墳(古墳時代中期:今から約1.500年前)や2号墳

(古墳時代後期:今から約1.400年前)をはじめ、北神ニュータウン内第13号地点古墳(古墳時代

後期)や北神ニュータウン内第35号地点、古墳(古墳時代後期)などがあります。

また、今回出土遺物を展示する北神第2地点・第3地点古墳と北神第22地点、古墳群も古墳時代後

司'
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3 北神第 2地点・ 3地点古墳(北区齢台)

この古墳は、持姦這場怠北側の笠緩お上にあります。

第2地点古墳は、直径11m、高さ約2.5mの再緩急、 6世紀後半につくられたと考えられます。

蓮葬櫨訟は話笑気若筆で、入口からの通路にあたる『裳這』と這砕を髪註するための部屋である

『芝峯』という 2つの部屋に分かれています。

石室の全長は8.6mで、玄室長3.3m'玄室幅2.:1m、羨道長4.3m .羨道幅1.3mで・す。

天井石がなくな勺ているため、当時の石室の高さは不明ですが、玄室の高さは約2.0m以上あった

と推定されます。石室に使われている石材は、この付近で取れる『議茨蛍諺砦』という石です。

石室内から土器ゃ組鋭岱玉類・茸議.議なと問っかりました。

第3地点古墳は、全長36mの箭努議角援で、 6世紀中頃につくられたと考えられます。

埋葬施設は横穴式石室で、石室の全長は3.6mで、玄室長5.0m・玄室幅2.0m、羨道長3.6m'

羨道幅1.1 mです。石室の議選には、直径12.5叩の fOJ印の縁切くありました。石室の中からは

土器ゃ遥兵.謀議・ガラス玉なとが見つかりました。

この2つの古墳は、当時、この地域に勢、労込持っていた皆長らお墓と考えられます。

4 北神第 2 2 地点古墳群(北区長尾町議)
;I;.t;とし

この古墳群は、中国自動車道西隣にある大歳神社の南側丘陵頂部付近にあります。

この古墳群には、 3基の古墳があり、いずれも 6世紀後半--7世紀初頭〈今から約1.300年前頃)

につくられたお墓です。

l号墳は、直径約15mの角議(丸い形のお墓)で、選主の語に石を遼らしています。このような

古墳は神戸市内では例はなく、珍しいものです。

2号墳は、設の存箸を詰る崩ああった場所から発見されたため、盛土は削られていますが、 l号

墳と同様の規模であったと思われます。

3号墳は、 2号墳と同様に盛土が削られていますが、直径約10mぐらいの円墳で、周囲に溝が巡

っています。

横穴式石室の構造

一-118一一
{京都市文化財プ γクス第6集 r山背の古墳』より}
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玉津南公民館

明石川流域の弥生の村展

京台記:>，こ

平成 6年 5月21日......5月初日

神戸市教育委員会 文化財課

神戸市内では毎年多くの発掘調査が行われています。西区玉津町も例外ではありませ

ん。

この玉捧町には、西区の弥生時代を代表する大きな遺跡がいくつかあります。たびた

び発掘調査が行われ、遺跡の内容も少しづっ明らかになり始めています。

今回はこのなかで、新方遺跡、玉津田中遺跡、出合遺跡の三遺跡を取り上げ、最近の

発掘調査で出土した資料を展示しています。当時の人々の生活を想像し、郷土の歴史に

ついて理解を深めて戴ければ幸いです。

玉津南公民館

新方遺跡

玉津田中遺跡

出合遺跡
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来斤ヌヨf元量臨す、

弥生時代前期に始まり、その後弥生時代を通して明石川流域の拠点、となる大きな村が

営まれた遺跡です。発掘調査では弥生時代中期以降の玉の原石や未完成品が多く出土し

ており、農耕を営みながら玉も造っていた村だと考えられます。神戸市内で弥生時代に

さかのぼる玉造の村は新方遺跡だけで、周辺の村へ玉を供給していたようです。

今回は弥生時代中期の資料を展示しています。この中には紀伊(和歌山県)で作られ

た土器があり、広い範囲で交流のあったことがわかります。また、めずらしいものに分

銅形土製品があります。人の形を形象化したものといわれており、祭配に使用されたと

恩われます。

三E 誇韓日ヨ弓コ元監母亦

新方遺跡と共に弥生時代前期に始まり、その後弥生時代を通して明石川流域の拠点と

なる大きな村が営まれた遺跡です。発掘調査では住居跡、水田、墓が見っかり、未完成

品を含んだ木製品も多く出土しています。建物の部材や祭紀に使用されたもの、農具な

ど生活に使用されたものがあります。

今回展示しているのは弥生時代後期の資料です。特に目を引

く資料として、土器にかごの網目の残るものがあります。かご

の中に土器を入れていたところ、かごは腐りその痕跡だけが残

ったものです。石器には石杵があります。朱が付着しており、

朱を粉末化する為に使用したことがわかります。木製品には鳥

形木製品があります。本体と羽の中央には細い孔があり、糸で

くくりつけて祭杷に使用したものです。長柄鋤は鉄製の刃先を

付けるために鋤先を削りこんでいます。

丘三壬当r元臣室昆オ、

鳥形木製品S= 116 

弥生時代中期に始まる村が見つかっています。玉津田中遺跡とは明石川をはさんだ対

岸に隣接しており、そこから分かれた村の可能性があります。また、新方遺跡も東方約

1.5kmの近い位置に接した村です。

今回は平成 3年度の調査で出土した弥生時代中期の資料を展示しています。ほとんど

が墓(方形周溝墓)の祭犯に使われた土器で、底部に孔を開けたものもあります。また

石槍も出土しており、同じく墓の

祭紀に使われたものと思われます。
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平成 6年 7月14日

神戸市教育委員会

(財)神戸市スポーツ教育公社
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7 .延命寺古墳

古墳時代の祭記の様子

(織の木に臼玉や勾玉が飾られている)

発掘調査では古墳時代中期の自然

流路・祭杷遺構、古墳時代後期の水

田跡、平安時代後期の掘立住建物な

どが見っかりました。その中でも、

古墳時代中期の祭紀遺構は、特に目

を引くものです。この祭配遺構から

は多くの土器とともに、滑石製品・

鉄製品も出土しました。

この祭紀遺構は、その立地や遺物

などから、水の神にかかわる祭杷で

あると考えられています。水によっ
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る感謝と洪水などの自然災害に対す

る畏れから、このような祭紀が生ま

れたようです。

._.J 

祭杷遺構平面図
内
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第 9EFTf文化財展 J 丑
一一一ー茸景五a....q2).要望主事冨 i-i 主 主畏ょ;り。一一一

日時:平成 6年11月 i日~平成 6年11月 3日

場所:長尾地域福祉センター・長産公民館

神戸市教育委員会・倒神戸市スポーツ教育公社

工 . tまじみ6~こ
~~(っち a うさ

神戸市内では、毎年百件近くの発掘調査が行われています。皆様

がお住まいの北区内でも、様々な開発工事に伴う発掘調査が行われ、

多くの貴重な成果が得られています。

昭和61年から始まった長尾町埋蔵文化財産も、今回で第 9回目に

なりますが、毎年長尾町周辺の遺跡から発見された出土品を中心に

展示してきました。

今回の展示会では、北区長尾町周辺で、造成工事などに先立って、

最近行われた発掘調査の現場から発見された品々をご覧頂きます。

1，; .うもん

2. 主主犀墨田丁

長司五互 CD

五重樹立

長尾町周辺では、古くは縄文時代後期(今から約 4.000年前)頃から人が住みはじめ

たと考えられます。
えい~.;うちがき ぜんl.:.う 勿・うがつ-

宅原遺跡内垣地区で、この時代の土器が出土したり、善入川流域の龍ケ坪遺跡で、縄
せき~<

文時代の石鎌(石の矢じり)等の石器が見つかっています。
。よい:.t<:..ん 寺.ぅ~ .う

やがて、弥生時代になると、北神ニュータウン第 4地点遺跡のように、丘陵上に集落
えいぽ今 ! たてあな

が造られるようになり、宅原遺跡内垣地区でも、竪穴住患が遣られ、人々が生活を宮ん

でいました。
こふゐ ありい っじがいち み@のもと

古墳時代になると、宅原遺跡有井地区・辻垣内地区・富ノ元地区などのように長尾町

の至るところで集落が造られるようになります。

一方、古墳時代中期~後期(今から約1.500年前~約し400年前頃〉にかけて、長里

町周辺でも古墳が多く造られました。
ほ<:"A.

例えば、北神ニュータウン内第 9地点・ l号墳(古墳時代中期:今から約 1.500年前)

や2号墳〈古墳時代後期:今から約1.400年前)をはじめ、北神ニュータウン内第13号

地点古墳(古墳時代後期)などがあります。
あすか 屯今 へいあん か重〈ら むろまち えど

その後も飛鳥時代・奈良時代・平安時代・鎌倉時代・室町時代・江戸時代そして現代
九ん吟ん

に至るまで、連綿と集落が営まれています。
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霊歪フでイ主長吾弓壬歪霊可ごる
古代日本を発掘する-6

『古代の村』より転載

床面のっくり方
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( 1 )まず敷地が選ばれ住居の輪郭が決められる。この輪郭にそって地面が提りおこさ
~内向n'.nん

れるが、これは荒掘りで、床面をととのえていない。地表から 60 cm ---7 0 cmほ

の深さまで掘っている。
『ウヵ'.tih... J"、・ヲ乙・ヲ ，j 1¥ "1 ¥ 

( 2 )つぎに掘り上げ7こ土を一部もどして、床面の凹凸をならして水平にする。
いヲ

( 3 )床面ができると、カマドの位置がきめられ、床面も力マドの部分だけ拒り下げら

れ粘土・山砂によってカマドがっくり付けられる。
l 1¥>;い て町‘へ';J'r;: ζ壬

( 4 )カマドがつくられると、つづいて周囲の笠がととのえられる。壁のととのえと共
l玲ヲ J十をよ 寸7・へ‘ぃf三

に周囲に溝がほりこまれ、壁板を立てる準備が終了する。
η・ 九‘るナモ与Lら3日

( 5 )壁溝がつくられると、今度は柱の位置が決められ、床面に柱穴が掘られる。
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うわ?

次に土屋がつくられる。

まず、柱穴に柱が立てられ、

竹千ユ

柱のよには桁がかけられ、

その上に梁がわたされる。

(7 )そして，言の上に諮らて
むなきe

つくられその上に榛木が

<t.、Td~.: 

のせられる。この様木に

( 6 ) 

Tニ主苦

垂木がのせられ、垂木の
<:!人:主

上に草葺の屋根がかけら

れる。
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( 8) :最後に、主動fつくられ
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いでいる。竪穴住居の建

敷物・わらや草をしいて
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玄室員事"b....... -エ零吾るrI炎示ずの反歪妥乙

はじめじ え正クキ (1Sタヂ)、羽柴秀すt:ti支河可t二対G-r、高素の中必ど G-r月tミ6，-aの定こ
期市消〈亨や、この時二税金去勧fjtGない「楽市J どするこど芋&定的側L.t掲げ

まL示。 こ tH::t三本ゐ識の際、事!所方i二ついずて淡河定量~tI~1支汗域.t~会マ、三木元気tゆえ
G1私、 il.>ll(汗)ip:定に虫ざ(1.1ミものです。これ以降、有馬ど三本以すよ伽街道
の府場町ど G-r淡河可があ展G-rいくこどどな4まGt亡。
上の話は淡:可可の歴史民事る時二欠くこどtI..... '出来まぜんれ淡河可の歴史はこれ&逢

じ遺るこど tI~:珂月川、じなっマきマいます。

淡河可弛域d品位センターの開設J周年t二当1-:.~， i長河可の歴史争遺軍事の毛布詰局遇制、ら
符られずて孫をな費州、ら孔孟G-r;，.ょうど金品されたの0犬小司の忌示れ、う形i二な4
まGt亡。郷土の歴史止理解される一助どなれば辛いど忠ヮマいます。

縄え人の登場縄え崎代は、今から~'9 10000-+前母、ら豹2S00年前まで続〈崎イてです。土器
の彩やえ援の変化手番 k(て与l.J釘・訴筋・可~J61. 経費U ・彪実J1c1J.r貞J1t場(!Cf{れ1;/イ;

承古の五;.荻J肩透員事T孔づかつれ五三森の中で、宥茎呉頚ぷ(ゅうけいぜんとうき)どよばれる今

申、ら豹10000与以上訴の拾えま1-:.t:t銭ど寿毛られるものがあ 4ます。有茎会頭ui--は
縄え崎代以前の拾えど寿走る人主、縄え崎代でも平期以前tミ字多』抑止設tt.J~受のものは
持L:芋舎抑ω平期の銭ど寿走る人がいます。
有茎呉要戸~t::tJt亘ではこのほ4\ 長尾~之原諸蹄やお孝蓮軍事、山崎咋下ぶ上遺Jf'1~虫
土Lマいます。
野瀬のや~京北護軍志-r~，:t、いれ、 G翁60 0 O~字ω;() () (}j，字訴の請簡の壬絢t採
集ざ(I.-rいます。

中村議員事'1~t:t刷、ゆI/-SOOキザ000キ前のす期のイ主后蹄Yを揺されま以。
最大根匂S. タ m '1~，勉萄止均60ω掘 4 下げ1~， ft寄l:やや円;，.~-;f;手つ方形の受史イ主居跡
です。 S本の荘史ど、中央l 二五二'1~11lんt.. "炉上4をつマいま Gt亡。中から系棒・五銭・房長3
・五二皿芽が虫土LまL示。 この内、五棒はなんら申、の泰寵ド{~わる粉ど寿f.. ~tl -rいま
す。

荻原遠路'1~t::t、今申、ら豹1/-000-+"'3S00-+前の緩J拐の史申、ら、土器や長銀、五
是(裁助の皮争剥ぐ道具)や五二器以下っ1-:.残4の剥時などが虫土G-rいます。
この悠縄え崎イてど忠われる兵器は枠Wや市借広義d示域・Tも出土G-rいます。
縄え崎代は、潮祇や;ff~が生鴻の基本どなっマいず之主寿乏られマいます。 7支河可L:当
崎の遺跡IJ~:草子在するのはこの絶ド角剥二急まれ1-:.環境であっTて語拠ども言乏ま L ょう。

~ 

5cm 

lQcm 

下谷上遺跡・有茎尖頭器
中村遺跡・石棒

協
迄

ギ戸ごごごミ〉

5 cm 
』ー

神田遺跡・石匙
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稲作の始ま 4卵、ゆ2S00年内JIタ00'+前の習生生崎代tt同本列島T本糊fJL液耕Y開始
ざt11三崎代ど言f..ます。予主主崎代も土器の特殺去どら乏マ、前期・中期・緩3羽ど豆ふさ
れマいます。

北亘の前期、中期の護軍事t:t退場苛産忘却付近i二集中~-rいます。 7支河可-e~:t1支河哉の調
査の際教期の終わ 4 頃の一巡~6. S m の隅円~-1fjの堅持主后蹄Y救出されれ、ます。
ま示、淡河可淡河や中村Tもこの頃の土器がJ色つ晴、ヮマいます. この付近.t-~之宙や畑じ
する 1~ め、開墾t:汁する普の人をの婆がr)L:浮申、じAます。

古墳去作る人を 農業'IJ~:殆まト令-f'炉蓄乏られるようじなトやがマ奇t1.t-管費する右が現れる
どま主会はよ 4 複葬さ&噌~-rいくこど t二な 4 ます.ある地説えのお手岩場大高〈土.t-l1 i
上げ1~墓&さ晴、んに茶〈崎代去、古吻を代ど呼んでいます。卵、ら豹J タ 00年ω 1 1/-
o olf-前の亨Tす。
この古頑時代も、古墳の形や、あ 4 コ言、まずて奇 t1 L亡命体する持をのおじl~ 1/-法制ての

前期・ 5並走dての中期・ 6ωタ世主dての緩J靭どふけられマいます。
先年、多くの錦織Y虫食灘亘の~来好対墳は前期、神戸市で最大規殺是誇る五がま
古墳は前期寸劇二Ã~ -rいます。緩潮流るど宜的~'I 0 m前後の.J明殺の古帰Y、
ある地均二集中~-r慕申、れるよう i二な 4 ます。 Jt亘孟湯河『付近iミ ~:t このような古墳の
伊#~'多〈見られます。

淡河可内l~~:t、今までじ古墳は雄認されマいまぜんが、古墳崎イてでも中期、 5世定説
半のf訴締官中村重洲二あ 4 ます。長選~I/-. タ m、短説台3. タ mの長方形の受付主
后軍事で、イ主后内申、ら朝鮮半島南部の土器ど.t<似T亡、葬式条土器ど言われる土器が出土
~-rいます。韓式条土器tt枠戸市内でも、南側の涛}お語、、の薮カ所の遺員事申、ら出マいま
すれ内陸部からの虫土ははじめマのこどです。当局寺この地域l式決~-r問?され示地層R
Tはなく、海戸内海絶域や、妥と1:点機半島市郭じまT何川、の関わ i.t-~寺つれ、夫、開
e、t1t亡土地であっfミ亨が移之されます。
古墳時代Tも緩期のf滋賀事は、義足遣軍事の調査で殺虫されれ、ます。

甑

〉ど ヨ
O 

鉢

lOcm 

高杯 日 lOcm

~宇=
中村遺跡・韓式系土器
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局家の老最初Y奈良t二塁申、t1、地方t二同一斉F一史仰) e ~、うような布反戦えド設けられるよう
じなっ余8法交代の崎代ふ奈良崎代ど言います。

こ町長河町揃磨昌美棄却ゑ染仰の→1St二当Tてるど寿乏~t1マいます。奈良時代町長
河可t:ついマはまれ守二月月の所が~<、護軍事も守れほど~~ t1-rいまぜん。
中村重民事では据え省造物ど土成炉、荻反遠路Tは当崎の土器が奪揺されマいますK
調査が進め":Ct1 具体釣な婆&和信するこ èli~'""(* きるよう i亡なる""(*L J:う。

、ーヰニノ 干~~
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る基調avL土絶制度のなかでおおきな比室&持つIうtミなっTミのが、手当F崎イてから宝可
崎代川、けマの亨です。長打、淡河可Tの手4;=，崎代の基調の称句はいま 1~~兄島確ではあ 4
まぜん。

中村重貴志，""(+t:t， 1 2世記前半ごろの叶戸が2基費根され内郭母、ら土器、約約、誕の
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て~~{7
須恵器椀

一地蜘剛

三二:I:s。
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槌の子 。

三ーメ
一一→一一~ζこ~

中国製白磁碗
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柄杓底板 。 10cm 
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式士の成長涼頼J靭じょっマ鎌倉iミ幕府が閉申、f¥、弐士ど従来の貴族のいわv..r2つの政府が虫来示
13 世史..、ら 1 1/-世記半，，~rま l~ .t鎌倉時代ど言います。この淡河可Tも、ま乏に遁ベ1~
i主膚制度。党若 L -r、、 1~ こどが13法記前半のえ書ttr7支河5やま』のえ判官、J色られるこ
どT移兵こTきます。 この淡河荷主(基}村立のものTあっ川、は不調月Tすが二 「式折
処主主.されマいます。 13法記の放半、決河地域の筏主主 L-r、平崎{かいう人物事V
炉られマいますが、この洲夫の一族が't去の淡河氏主 L -r成長 L -rいっ 1~ ども言われマい
ます。
淡河.~どの関係t:t胡け、Tはあ 4 まぜんが二中村重軍事Tは 13世議己中頃の屋義絶の一
部ではない場、ど見られる溝や楓列が殺虫され鎌倉~室可時代のものど寿毛られる高麗

紋青議れ、怜崎の線議器が神戸iï内l~t::t始めマ出土 L ま L示。さらi札結軍事T
t:t 1 3法制ての極めマ珍い、六角形の本枠のある升戸がを根され有力会の存定正綴帝

どさぜま L示。
まず亡、行局遠路l~t:t大きな据え省造物主火葬する長めの長方形の交が2基J色っか 4 ま
L 1~。火葬士主えの本語i二は薮Aーがあトま 1~供乏ら f\1~土器などが出土 L ま L示。

ミミ号--〆

〆モ号
1 

高麗象厳青磁

o 10α官
ト~，~ー'

土師器鍋

須恵器担鉢

戸二3cm 中村遺跡出土遺物

時6.8m

z コ一一---一二一一二一一一一一一一一一=二二ニムJ

行原遺跡・火葬士坑
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ト寸ーγ一.-----，-，...，寸一一7 →

井戸模式図
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文ミ三3..〆

丈二二~

土師器小皿

2pm行原遺跡・火葬土坑出土遺物
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戦乱申、ら天下統一ハ添氏の鎌倉や荷i司、わっマ、足jl博氏が京都の室町t亡や荷土問、情 1338

与がら ft長。味府承放のj抑止達三サ~ 1~ 1 S ク 2年ま-r~~室町時代れ、、\これ以筋三
戸崎イてまで&安士事以掛守代どよんでいます。

勝維の山中T最近努揺さ 111~Ø*iJ:L 室可崎代l 二A~ ます。 -#øまと t:1、手当F崎イてのお
わ 4 頃場、“お:t~1~本法忠告.ξ受tt、次設か式場、~ S 6 tを.ク千万年後の弱導力出現まで経
典&絶下ドJ嫡・係重子Lょうど、、う厳柔や、現樹峰-.1皇善供養の蔵通話二基づくものど
孔られマいます。

勝møまでは、法華4歪8 巻が克容~-rいま L示。さらi亡、奇の入11物侵歪筒)L没収
I1tτえれ、ら、橋H1fLにの~円。Y二歳主の余め誌面ド*め1~i会終圭6 6部の内の J部;IJ~'

こ 11-r~あるこどが判 4 ま ~t亡。 1 6世剣てl之は、台余の綴U厳う「お多」や父母など
のi主義#犠のfゅ詩画lミ経企収めるこど0法んi二制、まずτ寄れ技術三行う紛しの行
崎将(勝井の場令は~円) ~ r:六行講生』川、「六郭さんとよんれ、ま L示。
この崎イえはま示、商索がを圭t~ 貨帝がよく伎j脅されるよう tミな 4 ます。奈良時代・手

妻崎イミL: も貨帯はあ 4 ま ~tτL 、鎌倉崎代中期以降i ミ t:1、由拘-)重義弛などの長買い貨
幣がめ脅される犠会が急王室L 3'絞るよう i二な 4 ま ~t亡。奇~-r室町時代L:t:1貨常t:t私会
tミ必要不可欠なものとなっマいきま L示。~..、 L政府t::t手4;=.崎ィミの 9S 8 lf-去最欽i 亡、
銅不足や奇仰、らくる私零貨幣の新f-f言lfJ失愛もあっマ、銭貨吾作るこど岳やめれ、
ま ~tてのT\ 手氏やや荷はす曲、ら銅貨&輸入~ hlJ~'OOでiむ重さぜマいま L示。このよ

うな夜来銭のれ、{二t:1彦崎代、宋崎イてや見腕代の傷跡鴻在~-rいま L示。義示域や勝
雄遺員事T虫土 ~1~銅貨はこの頃偽脅されマいずてもの-r~ ~ J:う。

1 6並走.の放半t:1戦乱の崎イえで、信長・秀すなどは天下統一の余川二鉄砲&戦術のな
かい積倒!JLミどれ、れま L示。守のころ、 ft長l二反議去かるが乏~ 1~J'I所長吉i二与 ~1~
f支河氏是オI倒する食釣、義ぷ均二t:1有期燃がいま~ 1~o 真燃が敬語色必伎jfJ ~ -rい州、
t:tえがであ 4 まぜんれ荻J承哉の調査では録裂の鉄砲玉が3 点出土~-rいます。ま食こ
こでは、 16 並走Aえの .J物(脇差の鞘t二守毛利、刀)などが.~つ申、っマいます。

と々三3

荻原城遺跡出土遺物
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勝雄遺跡・開元通賓

(唐時代初鋳 621年)

勝雄経塚銘文

(享録 :l年 I ~ :l 0 1f ) 
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「遺跡が語る淡河の歴史J展

・場所淡河町地域福祉センター ・主催神戸市教育委員会文化財課

・期間平成 8年4月28日~同年 5月6日

*この展示に当たっては、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所並びに淡神文化財協会の
ご協力を得ました。



社主二ヒ占Ehヌ5、t主:>5主アこよ毛犀室主主

ふる おおわだ也とまり い ひょうごみなと ならじだい れきし も

古くは大輪田泊と言った兵庫の港は、奈良時代からの歴史を持っています。
ぐうぜん は，けん ひょうごきたぜきいりム担申うちaう ねんまえ ひaうごつ ようす わたしたち

偶然に発見された『兵摩北関入訟納帳』は、いまから 551年前の兵庫津の様子を私達
まえ い い さいげん げんざいおかやまけんひろしまけん えひ時けん

の前に活き活きと再現してくれるものです。そこには、現在の岡山県、広島県や愛媛県か
しおおかやまけん ぴぜんや量とう量 申 ふ担にゅうこう しる

らの塩、岡山県からの備前焼の陶器を乗せた船が入港していたことが記されています。
ひaうごつ ごおうにん らん けいちaうだいじしん だげき う

兵庫津はこの後、応仁の乱や慶長の大地震で打撃を受けますが、そのたびごとに復興し
えどじだわ えどぱ〈ふちょ。かつりょう じ・うよう ちい し

江戸時代には江戸幕府の直轄領となるほど重要な地位を占めるようになりました。
こんかい てんじ こうべしきょういくも、いんかい へいせい ねん ひょうご〈にしなかまち、おこな

今回ここに展示しますものは、神戸市教育委員会が平成2年に、兵庫区西仲町で行った
11勺〈っちょうさ し.つど かま〈らじだい えどじだい も叫.<?

発掘調査で出土した鎌倉時代から江戸時代の遺物です。
とうじ ひとびと せいかっ しんこう さんぎょうしようひんりゅうつうじったいわたし おし

これらは、当時の人々の生活・信仰・産業や商品流通の実態を私たちに教えてくれるも
こんa、いてんじ ひ占うごれきし ふか し かたがたいちじ主 主いわ

のです。今回の展示が、兵庫の歴史をより深く知ろうとされる方々の一助となれば幸いで

す。
かわら かbらもんよう いろいろ

玉E 瓦の文様には、色々なものがあります。

緩議鱒番勤

42ESFム
から〈さもんよう じだい 晶たら なみがたもんよう -v.，か

Aは唐草文様で、時代が新しくなると波形文様に変化します。
ご A

寝室率

おな から〈さもんよう ち.うしん たまごがたかさ

Bも同じく唐草文様ですが、中心に卵形の飾りがあります。
おな もんょう かわらなだ〈ごもういせき おな もんょう かわらあわじ

Aと同じ文様の瓦は灘区五毛遺跡に、 Bと同じ文様の瓦は淡路
みはらちaうなりあいじ おなもんょうかわらしら とうじ

三原町の成相寺にあります。同じ文様の瓦を調べることで、当時
かわらし.<にんかつどう ようす

の瓦職人の活動の様子がわかるようになります。
っち にん 苦ょう 量んき 噛うめい にん苦aう い きょうと ふしみにんぎょう

二f::..... 人.芳三 近畿で有名な人形と言えば、京都の伏見人形
むろまちじだい まつ ふしみいなーさんけい みやげ つほ

です。室町時代の末ごろは伏見稲荷参詣のお土産として、査など
いう

のミニチュアが「つぽつぽ」などFと言って売られていました。
えどじだい ふしみえい量 aうう お主さかさかい にん毒f.t.う

江戸時代になると、伏見の影響を受けて大阪や堺などでも人形が
ぜい告 せいき おおっ〈

1 8世紀----1 9世紀にかけて多く作られました。
ひaうごついせき てんじ ほかだいニ〈てゐ うま白 いこ〈じんたわら

兵庫津遺跡では展示したものの他、大黒天・馬乗り異国人・俵を
も あ ひとと坦 とうろう ふねすずめん しゅつど

持ち上げる人・鳥・灯箆・船・鈴・面などが出土しています。

しんぞう

神像
かん申んほさつ

観音菩薩

実物の40%縮小

t，~かによらい

釈迦如来

じっ~~1さL 、

実物大
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とうじき ひaうごついせ量 いろいろ 宇 とうじ事し.つど

陣司E主主著審 兵庫津遺跡では、色々なところで焼かれた陶磁器が出土しています。
こん制、てんじ むろまちじだも、 ひがしはりまさん ばちわん 屯らさん ひばち 制中ま

今回は展示していませんが、室町時代には東播磨産のコネ鉢・碗、奈良産の火鉢、岡山
さん ぴぜんや者 ばもっぽ あいちとこなめや告かめ とお ち・うご〈 暗に・う せいじ

産の備前焼のスリ鉢・壷、愛知の常滑焼の聾をはじめ、遠くは中国から輸入された青磁・

はくじわんさら つか

白磁の碗や皿などが使われていました。
ひぜん』灯、じき いうばん い いまりや量 きがけんありたちょうち.うしん 〈に はじ せいさん

肥前系磁器は一般に言う伊万里焼で、佐賀県有田町を中心にわが国で始めて生産された
じ量 ひ孟うごっ せい量ぜんはん はこ せい告 わんさ告すいて竃ぴん

磁器です。兵庫津には 17世紀の前半には運ばれており、 18世紀には碗、皿、水滴や費
つけ晶..，らつぼ みきど勺くり ぷヲばんき おお も

f寸油査、お神酒徳利、仏飯器などが多く持ち込まれています。
ひぜんさんきょうやきふうとうき せとみのけい量孟うやきうっとう脅 せいきこうはん せい毒ぜんはん 量aうと

肥前産京焼風陶器や、瀬戸美濃系京焼写し陶器は、 17世紀後半-..，1 8世紀前半に京都
きょうや曹 も きがけん 事ふ 晶いちけん つ〈 ほかとういせ量 ひ孟うごけん

の京焼を模して佐賀県や岐阜・愛知県で作られたものです。この他当遺跡からは、兵庫県
たんぱや曹 はちっぽ主おさかきかか ぱち しお い こがたつほ し.つど

丹波焼のスリ鉢・査、大阪堺のスリ鉢や塩を入れた小型の査などが出土しています。
かね にほん せい量 ぜいふ市V叫、ち・うぞうち・うし かま

<fS重量 日本では、 10世紀に政府の貨幣鋳造が中止されたのち、鎌倉・室町時代
つう ち・うご〈 暗に・う どうせん しよう ぜにちaう脅 しよう

を通じて中国から輸入された銅銭が使用されていました。しかしそれらの銭も長期の使用
モ晶〈 どうせんぴたせん しょう ぴたせんうけとりきょひ こんらん き

で粧悪な銅銭(鍾銭〉が生じて、銀銭の受取拒否などの混乱がおこって来ました。
えど1まくふ りゅうつうけいざいがい じaうきaうかいけつ かんえい

江戸幕府は、流通経済に害をもたらすこのような状況を解決するために、寛永13 (1 
担ん かんえいつうほう こうち・うはじ かんえいつうぼう 担ん や〈 ねん

6 3 6)年に「寛永通宝Jを公篇し始めました。寛永通宝は1780年までの約 150年
かん ちaう毒 つ〈 もん信ん

間という長期にわたって作られた一文銭です。
ほうえいつうぼう かんえいつうぽう かち ぽい もんぜん じ勺さいじ.うりaうかんえいつうほう

「宝永通宝」は寛永通宝の価値の 10倍 10文銭でしたが、実際の重量は寛永通宝の3
まいていど い勺ばんうい ねん ねん ねんつうよう

枚程度しかなく、一般に受け入れられず1708年から 1709年のわずかl年で適用さ

れなくなったものです。

かんえいつうほう

寛永通宝

「兵庫津遺跡展J資料
・平成8年5月13日
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玉満者公蹴官第12回刻捌展

しらみ -r

白ァk よ童助三足霊

ヰ城8年5月25日--5月30日

神戸i撒育委員会文倒操

明石川の流れによって、はぐくまれた玉潮11周辺の豊かな対由には、多くのi部初戦っ

ています。こうしt:i醐め議主査によって、古代の人々の出百カ粉々に明らかとなってきて
います。

今回の文化財展では、近平の発施議直でまとまっ初来果をあげた「由民鋤」を鮪トし

ます。土の中からよみがえった古代の土器から、何カ新しい発見ができないでしょうれ

白水遺跡は、西区例11谷町堅持日にあるi艶ホで、明石JIIの支溺Eである伊111の下計誠西岸に
立地する弥生附ト近世の複合遺跡です。平成4年殿、ら始まった発肱騎は、印k士幽玄
の特廷認画監理事業に伴うもので、調面白は亘接の末端部効、ら沖静也にかけての細雪百子

われてきまし1:こ。

これまでの調査では、劫往時ft末・古棚拭・平安時代~鎌倉時代を中心とするさまざ
まな遺構・i劃均的溌見されています。

F
h
u
 
qa 



古墳時セ中期(今から約1500年前ごろ)

竪穴住居や川の跡などが発見されています。
すき たてきね

川の跡からは、鋤・竪杵などの木製品や製塩土器などが出土してい
かっせき

ます。また、滑石製の玉類が多数出土しており、泌互の祭りカ河汁コれ

ていたと推定されます。この7必互の祭りでは、いろいろな土器と滑石

製の玉類(勾玉・臼玉・双孔円板)キ鉄製品を使って、神に祈りをさ

手L

鋳型継目

さげたものと考えられます。

平到割場育期~後期(今から約1100'"'--700年前ごろ)

掘立柱建物跡・溝や究鐘(釣鐘)の鋳造遺構などの多くの遺構や

司Z頭

笠形

遺物が発見されています。

これらの中で、究鐘銭き遺構は兵庫県内では7例日の発見となり

ます。定盤(究室童の鋳型を据えつけるための台)が良好に残ってお

り、ほぼ完全な形で出土しています。矯童の鋳型や溶解炉(原料と

なる銅を溶かす炉)壁も一緒に出土しており、当時の鋳造技術を探

る上で貴岳写鄭ヰです。定盤の大きさから復元できる党鐘の口径は

約60cmとなります。今回発見された熔童の鋳型には銘文カく刻まれて

中帯
f童度

「七Jなどの文字が判読されて

また、熔麓起缶皆勤うく発見された周囲の調査区からは平安時代前

期~後期の瓦片が多量に出土しており、字名として残る「延命寺J

「井」おり、現在までに「之J

います。

和鍾各部分の名称

この寺院で使われ

る党鐘が今回発見された鋳造遺構で製作されたと考えられます。

と呼ばれた古代の寺f完が近くにあると推定でき、
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本山遺跡第20次調査
一一一一←ー-/J、E各干行実暴 cn-r Iこ自民る弓庁、主主日寺イセ

はじめに

平成 8年 7月16日

神戸市教育委員会

平成 8年 4月22日から開始した本山遺跡第20次調査では、これまヲに弥生時代前

期から中期にかけての遺構(当時の人々が地面に残した生活の痕跡)と遺物(当時

の人々が使った物)が多数見っかりました O 本日は調査地の東半部分で見つかって

いる遺構と、これまでに出土した遺物の一部をご覧いただきます O

本山遺跡 これまでの調査地(小路市場周辺) S = 1 : 3000 
-137-



弥生時代の遺構

流路(りゅうろ)

弥生時代の村の牛七流れていた小川です。この流路が弥生時代中期に埋まります

が、その時たくさんの土器などの遺物が流れてきて埋まりました。西半の調査地で

は流路の岸から多くの遺物がでてきており、川岸から壊れた土器などのゴミを捨て

たのかもしれません口

柱穴(ちゅうけつ)

直径10'"'-30cmぐらいの丸い穴がたくさん開いていますが、これ柱穴です。これら

の柱穴は読んで字の如く、掘立柱建物や高床式建物や柵などの柱の穴と考えられま

すが、どの穴とどの穴が繋がって建物となるのかは、いまのところ明らかではあり

ません。

貯蔵穴(ちょぞうけつ)

直径約 1mで円筒形をした穴が数カ所ありますが、これが貯蔵穴です O また幅約

1mの長細い穴も貯蔵穴と考えられます口これらの穴には食物などを保管していま

した。貯蔵穴本来の使用がされなくなった後はゴミ捨て場となり、食べて捨てた獣

の骨などが出土しています。

弥生時代の遺物

土器

壷や聾なとの弥生土器が多数みっかりました O 蜜は煮たきに使う調理具で、壷は

71<や食物を貯える貯蔵用の器です。

石器

138 

弥生時代にはすでに鉄などの金属はありましたが、まだまだ数は少なく貴重なも

のでした。ですから、現在では金属が使われている刃物類は、ほとんど石でつくら

れていました円その石材はサヌカイ卜と呼ばれる奈良県と大阪府の境にある二上山

付近や香川県の尾島付近で採れる石などを使っていました。今回出土した石器とし

ては、稲穂をメfJる石包丁(いしぼうちょう)、木を切ったり削ったりする石斧(せ

きふ)、矢の先につける石鎌(せきぞく)、穴を開ける石錐(せきす Lけなどがあ

りますリ



いとだいせき

大本山第三小学校内(井戸田遺跡)で

やよい じ だい すいでんあと

弥生時代の水田跡を発見

-古川
。
肱

跡

遺

遣
問
町

「
」
た
レ
」

r
L
8
1寸
4

で
出
制
森

円

〆

』

円

ペ

u

4.本山遺跡
~~~iÇ嫌疑終~.;ガ長物~~~

井戸田遺跡とその周辺の遺跡

(S = 1 : 25， 000) 

今回、本山第三小学校の校舎の建て替え工事に伴い

発掘調査を行いましたところ、弥生時代後期の水田

跡が議議されました。(約1，700年前)

調査地位置図 (S= 1 : 5， 000 ) 

こうずい どしや おお

発見された水田跡は、洪水による土砂で覆われていました。その土砂の中から当時の人々

が使っていたと思われる土器の破片が数多く見つかったことから、近くに集落があったと

考えられます。

くもん出版『日本の歴史①』より

芸当日寺o チヰニJ='E自主宣毘君主{立
をきっとこ二 o d::う之主ごJ豆L
呈量アごっアこo て7・しょう口

活グ
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ひょうご 〈 だいかいいせき

--5-毛居ili1:2互コ大ご醇開占AIi亦dコ笥司王室E

教育委員会文化財課

大開遺跡は、市立兵庫大開小学校(兵庫区大開通4丁目)の校舎新築工事に伴って発掘調

査されました。

調査の結果、縄支持符髭動(今から約3000年前)・詠草dR前知(今から約2300年前) ・
革委島符援動~窒首島符(今から約900年前--600年前)・在台蒔k葉議(今から約200年前)
の4時期の生活の遊説が確認されました。

みぞめぐ かん

弥生時代前期の調査では、竪穴住居跡3--4棟で構成されたムラのまわりに溝を巡らした環

議集落¥当初は直径約40m、後に拡張し長径80m・短径約40m)が調査され、当時の大開ムラ

の様子を詳しく知ることができました。藍宍注麓訴あそばには食料用と考えられる好議宍(計

11基)があり、溝の外側には峯弘があったようです。また、出主道lhは、近畿地方が縄文時代
から弥生時代へ移り変わっていく段階の資料としても、注目されているものです。

今回展示している遺物は、弥生時代前期の遺物を中心にして展示しています。弥生時代前期

は、近畿地方で初めて人々が水田を作り本格的な稲作を始めた頃で、現在の日本の基礎が作ら

れた時代ともいえる時代です。兵庫の人々が、お米を作り始めた頃への思いを馳せ、古代への

理解を深めていただければ幸いです。

0縄文時代晩期の土器

縄文時代は持綜義、暴語動が中心の

時代で、大開遺跡でも接手、結ゐ歯など

の動物の骨が出土しています。このよ

うな動物の肉や木の実を最扱きした土

器が探察と呼ばれる土器です。

この時代には、他に替露と呼ばれる

食べ物などを盛りつけるための土器も

ありますが、大関遺跡では破片でしか

出土していません。

o 20cm 
ト叩~~~~~~ー←一一一一一 一→

0縄文時代晩期の土器 コ大こ停司元監~、笥司至竪全也1:立霊童匡ヨ
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0弥生時代の土器

弥生時代の土器には、蓋.護.露.筆.宮球なと、の土器の形がありますが、近畿地方では弥

生時代の初めには高杯はほとんど見られません。

米作りが本格的に始まる弥生時代になると、縄文時代にはあまり見られなかった壷が多く作
骨，わ

られるようになります。これは採れたお米などを蓄えることが大きな目的であったものと考え

られています。

聾は、縄文時代に深鉢と呼ばれていたものと同様の使われ方をするものですが、弥生時代に

はお米を炊くということが新たに加わります。そして同時に、土製の葦がセットとして使用さ

れるようになります。そうして作られた食べ物をなどを盛りつけるため、聾の小型品のような

鉢が使われるようになります。

弥生時代は米作りが生活の主体となっていきますが、縄文時代から引き続き狩猟・採集活動

も行われ、それを裏付けるものが多量の石製の譲宅す。大開遺跡では300本近くの鎌が出土し

ています。他に岩昌子たどの石器などに穴をあけるための、石製の誰も多く出土しています。

墓もST401

/ 印刷5 S建主:ミ~ :1:::，. 
f環濠申P 可

S旧 01 竪穴住居跡

貯蔵穴V¥!
Us嗣 66

環濠

o 25m 
."エエE二」

聾

20cm 
ヒェ二二Eヱコエ

手伝当三日寺イ~首甘其尽芳衰t豪多是認享司乙匡百図

0弥生時代の土器
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告 ，こうさんなんろ〈 とががわ ひaうこう せんじようち

都賀遺跡は、六甲山南麓を流れる都賀川の東岸に位置しており、標高約40m前後の扇状地上に立地してい
かみまえ しaざい

ます。現在のところ、遺跡の範囲としては、神戸市灘区神前町2丁目--4丁目周辺に所在しており、東西約

0.3畑、南北約0.2kmと考えられます。
し 〈っちaうさ

昭和62年9月に、都賀地区住宅改良事業に先立ち、神戸市教育委員会が、試掘調査を行ったところ、遺跡
みaうげんさんろ〈いせ量ちょうきかい

の存在が明らかになりました。昭和63年2月--3月に、妙見山遺跡調査会が、仮設住宅建設予定地の 160rrf
やよいじだい ち・う告なかごろ

について、発編論差を実施しました(第l次調査)。調査の結果、弥生時代中期中頃(今から約 2.000年頃)
す どこう

の『努影嵐議室』と呼ばれる周囲に溝をめぐらしたお墓や土器等を捨てた土坑と呼ばれるゴミ捨て場が見つ

かっています。
みaうけん書んろ〈いせ量ちaうさかい

また、平成元年6月--10月に、妙見山遺跡調査会が、住宅建設予定地の 410rrf，こついて、発掘調査を実施

しました(第2次調査)。調査の結果、弥生時代中期中頃(今から約 2.000年頃)の『方形周溝墓』をはじ
こふん たてあなじ・う事よなら かま〈ら

め、弥生時代後期~古墳時代前期頃(今から約1.800年--1. 600年前頃)の竪穴住居や奈良時代~鎌倉時代
砥・9たてほしらたてもの

頃(今から約1.300年--800年前頃)の掘立柱建物が見つかっています。

その後、神戸市教育委員会が、平成4年から平成7年まで、市営住宅建設事業に伴い、 6次にわたる発掘

調査を実施してきました。現在も、平成8年4月から、市営住宅建設事業に伴い、発掘調査を実施していま
じようもんじだいそうき おしがたもんど告 せ，量

す(第7次調査)。今回の調査では、縄文時代早期頃(今から約 8.000年前頃)の押型紋土器・石器をはじ

め、弥生時代中期頃(今から約 2.000年頃)の溝や土器、古墳時代前期頃(今から約1.600年前頃)の竪穴
むろまち はしらあな

住居、鎌倉時代~室町時代頃(今から約 800年--600年前頃)の柱穴や土坑等が見つかっています。
えどじだい

これまでに実施した都賀遺跡の発掘調査では、縄文時代早期頃(今から約 8.000年前頃〉から江戸時代頃

(今から約 300年--400年前頃)の土器・石器・陶磁器等が、たくさん出土しています。

今回の展示では、出土した遺物の中から、代表的なものを数点選びだして、展示しています。

弥生時代の家作り

『古代史復元・第4巻』より転載
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時 代 今から何年前 都賀遺跡の歴史 日本の歴史

先 土 器 時 代 石器で狩りをする。

約10，000年前 司---------・・・・-----ーーー--------ーーーーーーー-

草創期 土器作りがはじまる。

早期 約 8，000年前 都賀遺跡に人が住み始め、
押型紋土器や石鎌が作られ

前期 る。

縄文時代

中期

後期

晩期

約 2，300年前 ーーーーー，・ーー-ーーーーー・------ー・-----咽----ー，帽. 米作りと金属器が大陸

前期 から伝わる。

弥生時代 中期 約 2，000年前 方形周溝墓が造られる。

後期 竪穴住居が造られる。 邪馬台国の女王卑弥呼が

約1，700年前 貌に使いをおくる。

前期

古墳時代 中期 古墳が盛んに造られる。

後期 仏教が伝わる。
約1，400年前 国ーーーーーーー------------------------ーーーーーー

飛 鳥 白鳳時代 大化の改新が行われる。

約1，300年前 ー.ーー・・・ー・ー..聞・・・・ーーー弔----明ー司ー--_.---ー骨 奈良に都を定める。

奈 良 時 代 掘立柱建物が造られる。
約1，200年前 亭『・--ー・_.・ーー・・・・・ ー，ー------.-.・・・・ー.ーー 京都に都を移す。

平 安 時 代

約 800年前 ーーーーーー司ー--------- ーーーーーーーーーーーーーーー 鎌倉幕府が聞かれる。
鎌 倉 日寺 代

約 700年前 ーーーーー，ーーーーー 室町幕府が聞かれる。

室 回I 時 代

約 500年前 ------.--ーーーー・

安 土・桃山時代 豊臣秀吉が全国を統一。

約 400年前 ーーーーーーーーーーーーーーーーー曹関ーーーーーーーーーーーーーー 江戸幕府が開かれるO

溝や井戸が掘られる。 鎖国が完成する。

江 戸 時 代

約 200年前
『降ーーーー..-・・F骨-----ー・・ --_____0・..・.ーーー四ー 明治維新

明 治 時 代 約 100年前 木造瓦葺きの家が建つ。
-.・，合・.-・ー‘'ー..ーー.ー・降一句..ーーー，

大 正 時 代
ーー守『曹曹司・----.骨----唱・・・晶一

Htj 平日 時 代

市営住宅建設工事が始まる
現 代

都賀遺跡 の 歴史年表
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櫨谷は丘陵に挟まれた狭小な谷ですが、その丘陵上や平地には現在26ヶ所の

遺跡が知られています。それらのほとんどは、西神二コータウンの建設や、圃

場整備などに先立って行った発掘調査によって、明らかになってきました。

最も古い遺物が確認されているのは青谷遺跡で、約 1万年ほど前の石器が知

られています。しかし、その後人々が生活した痕跡は確認されていません。

今から2300年ほど前、日本列島に米を作る技術が伝えられました。弥生時代

の始まりです。そのころ明石川下流域では吉田遺跡や新方遺跡など、幾つかの

集落が誕生しました。それが櫨谷などの上流域に波及してくるのは少し遅れ、

2000年ほど前になります。ただ青谷遺跡では、少しですが弥生時代始めころの

土器が採取されています。

弥生時代の後半には、西神ニュータウン.内第65地点遺跡や青谷遺跡、最近発

見された城ケ谷遺跡のように、米作りには不便な丘陵上に集落がつくられます。

このような現象が起こるのは、 「戦しりがあったためと考えられています。伊

川や明石川本流域の丘陵上でも同様の集落が多<知られています。

弥生時代に誕生した集落が、その後の古墳時代にまで続いて人々が往んでい

ることが確認できるのは、栃木遺跡だけです。松本・菅野・池谷・福谷など、

多くの集落が再び誕生するのは、古墳時代の終わりころ、今から1400年ほど前

です。そのころ、集落の有力者は土を盛り上げてお墓を造りました。それを古

墳と呼んでいますが、松本や池谷などの丘陵上に数多<造られています。

奈良・平安時代の集落の詳細は、櫨谷ではまだよくわかっていませんが、城

ケ谷遺跡では火葬墓が見つかっています。鎌倉時代になると、水田開発が活発

になったようで、現在の水田の下には、ほとんどの所でそのころの水田ガ見っ

かります。また、あちこちで建物の跡が出土しています。

如意寺はかつて24坊を擁した大寺院でした。最近の発掘調査では平安時代末

の瓦が出土し、その創建年代を示すものではないかと考えられています。

櫨谷の歴史は徐々に明らかになってきています。今後も発掘調査によって、

様々な事が判明してくることと思います。

盤 神野市教育委員会文化財:諜 錨
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l!IiF珂7の遺跡とその局長
1997年2月末現在

番 。年 400年 800年 1000年1200年 14∞年
遺跡名 所 在 地

τCコ7 弥生 古墳 奈良 平安 鎌倉 室町

青 谷 櫨谷町松本・菅野 一

2 櫨谷 φ 学校 // ;也谷 一

3 如意寺裏山 ノノ 谷口

4 長 谷 ノノ 長谷

5 城 ケ 谷 ノJ 菅野・谷口 一
6 栃 木 Aノ 栃木・松本

7 西神N.T. No. 62 必J 菅野 一
8 西神N.T.No.65 樫野台 一
9 菅 野 櫨谷町菅野・松本

10 松 本 λノ 松本

11 西神N.T.No.85 ノJ 福谷 一

12 f冨 谷 ノJ 福谷

13 池谷群集墳 // 池谷 一
14 j也 谷 ノ/ 池谷・福谷

15 光松古墳 ノJ 長谷 ----. 

16 西神N.T.No.66~No.77 // 長谷

17 九尾谷古墳 // 松本 同甲南|

18 松本古墳 // 松本 ==-1 

19 塚本群集墳 // 松本 自由ーーー|

20 西の谷群集墳 ノノ 松本 "時-・・陣

21 川重裏山 λJ 松本

22 1虚 谷 中 λJ 長谷 二

23 如 意 寺 ノノ 谷口

24 西神N.T.No.84 λJ 福谷

25 衣 立A蜘仲 城 ぷJ 寺谷

26 No.206 地点、 ノノ 寺谷
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